
唐
代
定
数
小
説
の

婚
姻

大
　
橋
　
由
　
治

1

は

じ
め
に
　
　
唐
代
の
定
敷
小
説

　
唐
代
傳
奇
の
南
何
太
守
傳
は
傳
奇
小
説
の
中
で
は
比
較
的
知
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
内
容
は
夢
の
中
で
蟻
の
世
界
に
入
り

込

み
、
そ
こ
で
出
世
し
て
い
v
話
で
あ
る
。
枕
中
記
と
の
比
較
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
話
は
夢
物
語
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る

と
三
口
う
こ
と
が
出
來
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
主
人
公
は
夢
か
ら
費
め
た
あ
と
、
夢
の
中
で
見
た
父
の
手
紙
の
言
葉
通
り
の

年
齢
で
死
ん
で
お
り
、
手
紙
の
内
容
が
運
命
を
豫
言
し
て
い
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
内
容
は
運
命
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
観
念
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
話
は
夢
で
入
り
込
ん
だ
蟻
の
世
界
で
自
分
の
運
命
が
暗
示
さ
れ
る
と
い
う
も

の

で
、
運
命
の
物
語
な
の
で
あ
る
。

　
南
桐
太
守
傳
に
か
ぎ
ら
ず
後
ほ
ど
取
り
上
げ
る
定
婚
店
の
よ
う
に
運
命
そ
の
も
の
を
主
題
と
す
る
傳
奇
小
説
も
存
在
す
る
。
こ
れ
は
唐
代

に

は
根
強
か
っ
た
運
命
観
が
作
品
に
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
太
卒
廣
記
』
を
見
て
み
る
と
項
目
の
中
に
定
敷
類
が
見
え
る
。
定
藪
の
藪
は
命
藪
の
こ
と
で
、
定
敷
と
は
定
め
ら
れ
た
運
命
の
意
味
で

あ
る
。
『
太
卒
廣
記
』
定
敷
類
は
運
命
に
關
わ
る
説
話
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
太
卒
廣
記
』
定
藪
類
の
内
容
は
お
お
む
ね
以
下
の

（9）



通
り
で
あ
る
。

　
　

『
太
卒
廣
記
』
定
敷
類

　
　
　
　
巻

螂
～
巻
瑚
の
計
1
5
巻

飲婚壽科仕
食姻天學官
9　　13　　27　　11　　86

篇篇篇篇篇

　
　

　
そ
の
他
5
篇

こ
の
定
敷
類
は

皿
篇

　
　
　
　
　
　
　
F
据
銃
汁
，

り
　
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
唐
代
の
説
話
が
占
め
て
い
る
。

え
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
定
藪
を
説
く
の
は
唐
代
小
説
の
一

　

こ
の
定
敷
類
全
酷
を
取
り
上
げ
る
に
は
範
園
が
廣
い
た
め
、

の

手
が
か

り
と
し
た
い
と
思
う
。

5
－
0
％

7
・
3
％

17
．

9
％

8
・
6
％

6
・
0
％

　
　
　
　
　
　

3
・
2
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
太
卒
　
妃
定
藪

口
十
五
巻
全
引
自
唐
五
代
弔
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
そ
の
す
べ
て
が
唐
代
以
降
の
説
話
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
か
ら
も
定
藪
観
が
唐
代
の
人
々
に
ひ
ろ
く
根
付
い
た
観
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
の

特
徴
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
考
で
は
こ
の
う
ち
婚
姻
類
に
し
ぼ
り
唐
代
の
定
敷
観
念
を
理
解
す
る
た
め

（10）

2

定
数
小
説
と
婚
姻

婚
姻

と
定
数
と
の
關
係
を
考
え
る
に
つ
い
て
先
ず
そ
れ
以
前
の
運
命
観
を
見
て
み
た
い
。
運
命
に
つ
い
て
系
統
的
に
論
じ
て
い
る
の
は
王



充
の

『
論
衡
』
で
あ
る
。
『
論
衡
』
の
命
緑
篇
で
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
凡
人
遇
偶
及
遭
累
害
、
皆
由
命
也
。
有
死
生
壽
天
之
命
、
亦
有
貴
賎
貧
富
之
命
。

　
　
凡

そ
人
の
遇
偶
及
び
累
害
に
遭
ふ
は
、
皆
命
に
由
る
。
死
生
壽
天
の
命
有
り
、
亦
た
貴
賎
貧
富
の
命
有
り
。

　
こ
こ
で
は
一
般
に
人
の
め
ぐ
り
會
い
と
、
累
害
（
う
れ
い
）
に
か
か
る
の
と
は
、
ど
ち
ら
も
天
命
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
天
命
に
は
人
聞
の
死
生
、
壽
天
（
長
命
と
短
命
）
の
命
と
貴
賎
（
身
分
の
高
低
）
、
貧
富
の
命
と
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
命
義

篇
で
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
人
有
命
、
有
緑
、
有
遭
遇
、
有
幸
偶
。

　
　
人
に

命
有
り
、
緑
有
り
、
遭
遇
有
り
、
幸
偶
有
り
。

　
　命

者
、
貧
富
貴
賎
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
命

と
は
、
貧
富
貴
賎
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
緑
者
、
盛
衰
興
屡
也
。

　
　
緑
と
は
、
盛
衰
興
屡
な
り
。

　
　
遭
者
、
遭
逢
非
常
之
愛
。

　
　
遭
と
は
、
非
常
の
愛
に
遭
逢
す
る
な
り
。

　
　
遇
者
、
遇
其
主
而
用
也
。

　
　
遇
と
は
、
其
の
主
に
遭
い
て
用
ひ
ら
る
な
り
。

　
　
幸
者
、
謂
所
遭
鰯
得
善
悪
也
o

　
　
幸
と
は
、
遭
鰯
す
る
所
も
て
善
悪
を
得
る
を
謂
ふ
な
り
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
　

　
　
偶
也
（
者
）
、
謂
事
君
有
偶
也
。

　
　
偶

な
る
は
、
君
に
事
へ
て
偶
有
る
を
謂
ふ
な
り
。

　

こ
こ
で
は
、
人
に
は
命
が
あ
り
、
緑
が
あ
り
、
遭
と
遇
と
が
あ
り
、
幸
と
偶
と
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
緑
と
は
成
皿
衰
興
屡
（
さ
か
ん
に
な
る

こ
と
と
、
お
と
ろ
え
る
こ
と
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
遭
と
は
非
常
の
愛
事
に
遭
遇
す
る
こ
と
で
、
遇
と
は
君
主
に
出
會
っ
て
任
用
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
幸
と
は
た
ま
た
ま
善
で
あ
っ
た
り
悪
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
偶
と
は
主
君
に
厚
遇
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
漢
代
で
は

孝
を
重
ん
じ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
婚
姻
も
重
覗
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
『
論
衡
』
を
見
る
限
り
婚
姻
を
運

命
の
出
來
事
と
し
て
取
り
あ
げ
て
い
な
い
。
出
會
い
に
關
し
て
は
主
君
と
の
出
會
い
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
關
心
は
主
に
仕
官
に

有
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
先
に

『
太
平
廣

記
』
定
藪
類
の
説
話
は
線
べ
て
唐
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
比
率
を
確
認
し
た
。
そ
の
比
率
に
は
仕
官
と
科
畢

で
六
割
強

を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
唐
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
關
心
は
主
に
仕
官
に
有
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
『
太
平
廣
記
』
で

婚
姻
が
定
敷
類
の
項
目
と
し
て
た
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
唐
代
に
は
婚
姻
を
運
命
と
し
て
捉
え
る
説
話
が
一
群
を
な
し
て
お
り
、
こ
う

し
た
説
話
が
多
く
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
婚
姻
を
運
命
と
捉
え
る
の
は
唐
代
小
説
の
特
徴

の

l
つ

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
は
唐
代
の
婚
姻
の
定
敷
（
運
命
）
観
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
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3

婚
姻
小
説
の
定
敷
観

　
婚
姻
の
定
敷
観
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
先
行
研
究
を
手
が
か
り
と
し
た
い
と
思
う
。
魯
茜
「
論
唐
五
代
婚
懸
小
説
中
的
宿
命
思
想
」
は
男

女
の
縁
と
宿
命
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
宿
命
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
宿
命
と
は
前
世
か
ら
定
ま
っ
て
い
る
運
命



の

意
味
で

あ
る
。
先
に
見
た
と
お
り
定
敷
と
は
定
め
ら
れ
た
運
命
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
た
め
、
宿
命
と
概
念
が
重
な
っ
て
い
る
。
そ
の

宿
命
観

と
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
じ

　
　
　
婚
姻
説
話
の
宿
命
観
の
特
徴
は
著
作
時
期
に
よ
り
二
期
に
厘
分
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
前
期
　
高
宗
総
章
元
年
（
o
o
6
6
）
『
法
苑
珠
林
」
～
徳
宗
貞
元
時
（
簡
～
蹴
）
『
通
幽
記
』

　
　
　
　
　
特
徴
　
佛
教
の
宿
命
思
想
の
影
響
で
樂
観
、
訟
達
、
開
朗
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
後
期
　
穆
宗
長
慶
四
年
（
4
2
8
）
『
集
異
記
』
～
五
代
後
唐
『
玉
堂
閑
話
』

　
　
　
　
　
特
徴
　
運
命
は
人
力
を
超
え
た
天
力
、
命
運
が
然
ら
し
め
る
も
の
で
、
賠
淡
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
婚
姻
説
話
を
そ
の
内
容
か
ら
二
期
に
厘
分
し
て
い
る
。
そ
の
匿
分
の
基
準
は
書
籍
の
著
作
年
代
で
あ
る
。
前
期
の
説
話
は

佛
教
の
影
響
で
樂
観
、
訟
達
、
開
朗
的
で
あ
る
と
し
、
後
期
の
説
話
は
暗
澹
と
し
て
い
る
と
す
る
。

　
本
論
考
で
は
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
の
宿
命
観
を
手
が
か
り
に
定
藪
の
婚
姻
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
説
話
が
牧
録
さ
れ
る

書
籍
の
著
作
年
代
を
も
と
に
説
話
の
特
徴
を
前
期
と
後
期
に
分
け
る
こ
と
に
關
し
て
、
説
話
を
も
と
に
そ
の
實
際
を
見
て
み
た
い
。
こ
の
特

徴
の
差
を
考
え
る
に
當
た
り
、
ス
ト
ー
リ
－
が
似
て
い
る
二
話
を
と
り
あ
げ
そ
の
違
い
を
見
て
み
る
。
前
期
か
ら
は
閻
庚
、
後
期
か
ら
は
定

婚
店
を
あ
げ
る
。

（13）

4

定
婚
店

と
閻
庚
の
比
較

　
　
ご
ど

　
閻
庚

張
仁
萱
、

幼
時
貧
乏
、
恒
在
東
都
北
市
寓
居
。
有
閻
庚
者
、
馬
牙
筍
子
之
子
也
。
好
善
自
喜
。
慕
仁
盲
旦
之
徳
、
恒
窟
父
資
、
以
給
其
衣



食
、
亦
累
年
　
。
萄
子
毎
怒
庚
云
、
汝
商
販
之
流
、
彼
才
學
之
士
、
於
汝
何
有
、
而
破
産
以
奉
。
仁
直
旦
聞
共
爵
。
謂
庚
日
、
坐
我
累
君
、

今
將
適
詣
白
鹿
山
。
所
螢
相
資
、
不
敢
忘
也
。
庚
久
爲
仁
向
是
目
附
之
友
、
心
不
忍
別
、
謂
仁
苗
旦
日
。
方
願
志
學
、
今
欲
皆
行
。
仁
盲
旦
奇

有
志
、
許
焉
。
庚
乃
私
備
騒
馬
糧
食
同
去
。
六
日
至
陳
留
、
宿
逆
旅
。
仁
盲
旦
舎
其
内
房
。
房
外
有
抹
。
久
之
、
一
客
後
至
。
坐
干
躰
所
。

仁
盲
旦
見
其
硯
謄
非
凡
、
謂
庚
自
外
持
壼
酒
至
。
仁
盲
旦
以
酒
先
属
客
、
客
不
敢
受
、
固
属
之
、
因
與
合
飲
。
酒
甜
歓
甚
、
乃
同
房
而
宿
。

中
夕
、
相
問
行
李
、
客
答
日
、
吾
非
人
、
乃
地
曹
耳
。
地
府
令
主
河
北
婚
姻
、
絆
男
女
脚
。
仁
盲
旦
開
覗
其
衣
装
、
見
袋
中
細
縄
、
方
信

焉
。
因
求
問
己
榮
位
年
壽
、
鬼
言
、
盲
旦
年
八
十
飴
、
位
極
人
臣
。
復
問
庚
、
鬼
云
、
庚
命
貧
、
無
位
緑
。
仁
盲
旦
問
何
以
致
之
。
鬼
云
、

或
絆
得
佳
女
、
配
之
有
相
、
當
能
得
耳
。
今
河
北
去
白
鹿
山
百
饒
里
、
有
一
村
中
王
老
女
、
相
極
貴
。
頃
已
絆
與
人
チ
6
6
、
當
相
爲
、
解

彼
絆
此
、
以
成
閻
侯
也
。
第
速
行
、
欲
至
其
村
、
當
有
大
雨
濡
渥
、
以
此
爲
信
。
因
訣
去
。
仁
盲
旦
與
庚
、
行
六
七
日
、
至
村
、
遇
大
雨
、

衣
装
黒
汗
。
乃
至
村
西
、
求
王
氏
舎
焉
。
款
門
、
久
之
方
出
、
謝
客
云
、
家
有
小
不
得
意
、
所
以
遅
遅
、
無
認
也
。
仁
盲
旦
問
其
故
、
云
、
勾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

U

己

唯
一
女
、
先
許
適
西
村
張
家
。
今
日
納
財
、
非
意
軍
寡
、
此
乃
相
輕
之
義
。
已
決
罷
婚
　
。
仁
盲
旦
等
相
顧
微
晒
、
留
敷
日
o
主
人
極

歓
、
仁
薗
旦
乃
云
、
閻
侯
是
己
外
弟
、
盛
年
志
學
、
未
結
婚
姻
。
主
人
辞
以
田
舎
家
、
然
有
喜
色
。
仁
向
旦
固
求
、
方
許
焉
。
以
馬
駿
及
他

賓
爲
賛
。
敷
日
成
親
畢
。
留
閻
侯
止
王
氏
、
仁
萱
濁
往
、
主
人
贈
迭
之
o
其
後
藪
年
、
⊆
回
旦
遷
侍
御
史
井
州
長
史
御
史
大
夫
知
政
事
。

後
庚
累
遇
提
摯
、
寛
至
一
州
o

張
⊆
回
旦
は
幼
時
貧
乏
に
し
て
恒
に
東
都
北
市
に
在
り
て
寓
居
す
。
閻
庚
な
る
者
有
り
、
馬
牙
荷
子
の
子
な
り
。
善
を
好
み
自
ら
喜
ぶ
。

仁
直
旦
の
徳
を
慕
ひ
、
恒
に
父
の
資
を
羅
み
、
以
て
其
の
衣
食
に
給
す
る
こ
と
亦
た
累
年
な
り
。
筍
子
毎
に
庚
に
怒
り
て
云
ふ
、
汝
は
商

販
の

流
、
彼
は
才
學
の
士
、
汝
に
於
い
て
何
を
か
有
ら
ん
、
而
る
に
産
を
破
り
て
以
て
奉
ず
と
は
と
。
仁
盲
旦
聞
き
て
共
に
欝
す
。
庚
に

謂
ひ

て

日
は
く
、
我
に
坐
し
て
君
を
累
は
せ
り
、
今
將
に
適
き
て
白
鹿
山
に
詣
ら
ん
と
す
。
努
す
る
所
の
相
資
は
、
敢
へ
て
忘
れ
ず
と
。

庚
久

し
く
仁
面
旦
の
青
附
の
友
た
り
、
心
に
別
る
る
に
刀
心
び
ず
、
仁
盲
旦
に
謂
ひ
て
日
は
く
、
方
に
學
に
志
さ
ん
こ
と
を
願
ふ
、
今
皆
に
行



か
ん

と
欲
す
と
。
仁
盲
旦
志
有
る
を
奇
と
し
、
焉
を
許
す
。
庚
乃
ち
私
か
に
騒
馬
糧
食
を
備
へ
て
同
に
去
く
。
六
日
に
し
て
陳
留
に
至
り
、

逆
旅
に
宿
る
。
仁
盲
旦
其
の
内
房
に
舎
る
。
房
外
に
＃
有
り
。
久
し
く
し
て
一
客
後
に
至
る
。
抹
所
に
坐
す
。
仁
盲
旦
其
の
硯
謄
非
凡
な
る

を
見
、
庚
に
謂
ひ
外
よ
り
壼
酒
を
持
ち
て
至
ら
し
む
。
仁
曹
酒
を
以
て
先
ず
客
に
属
む
る
も
、
客
敢
へ
て
受
け
ざ
る
に
、
固
く
こ
れ
を

属
む
れ
ば
、
因
り
て
與
に
合
せ
て
飲
す
。
酒
酷
の
歓
甚
だ
し
く
、
乃
ち
房
を
同
じ
く
し
て
宿
る
。
中
夕
、
相
ひ
行
李
を
問
ふ
に
、
客
答

へ
て

曰
は
く
、
吾
は
人
に
非
ず
、
乃
ち
地
曹
な
る
の
み
。
地
府
河
北
の
婚
姻
を
⊥
土
り
、
男
女
の
脚
を
絆
が
し
む
。
仁
曹
開
き
て
其
の
衣

装
を
覗
る
に
、
袋
中
の
細
縄
を
見
、
方
め
て
焉
を
信
ず
。
因
り
て
己
の
榮
位
年
壽
を
問
は
ん
こ
と
を
求
む
、
鬼
言
ふ
、
I
N
旦
は
年
八
十
饒
、

位
人
臣
を
極
む
と
。
復
た
庚
を
問
ふ
に
、
鬼
言
ふ
、
庚
は
命
貧
に
し
て
、
緑
位
無
し
と
。
仁
曹
何
を
以
て
之
を
致
す
か
を
問
ふ
。
鬼
云

ふ
、
或
い
は
佳
女
に
絆
ぎ
得
て
、
之
を
有
相
に
配
さ
ば
、
當
に
能
く
得
べ
き
の
み
。
今
河
北
の
白
鹿
山
を
去
る
こ
と
百
饒
里
に
、
↓
村

中
の
王
老
女
有
り
、
相
極
め
て
貴
し
。
頃
已
に
人
に
絆
與
し
詑
れ
る
も
、
當
に
相
ひ
爲
に
彼
を
解
き
て
此
れ
に
絆
ぐ
べ
し
、
以
て
閻
侯

と
成
せ
。
第
だ
速
や
か
に
行
け
、
其
の
村
に
至
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
當
に
大
雨
有
り
て
濡
潔
す
る
べ
し
、
此
を
以
て
信
と
爲
せ
と
。
因
り

て
訣

し
て
去
く
。
仁
曹
と
庚
と
行
く
こ
と
六
七
日
、
村
に
至
り
、
大
雨
に
遇
ひ
、
衣
装
潔
汗
す
。
乃
ち
村
西
に
至
り
、
王
氏
の
舎
を
求

む
。
門
を
款
く
に
、
久
し
く
し
て
方
め
て
出
で
、
客
に
謝
し
て
云
ふ
、
家
に
小
し
く
意
を
得
ざ
る
有
り
、
遅
遅
た
る
所
以
な
り
、
語
る

無
か

れ

と
。
仁
亘
其
の
故
を
問
ふ
に
、
云
ふ
、
己
が
唯
一
の
女
、
先
に
西
村
の
張
家
に
適
ぐ
を
許
せ
り
。
今
日
の
納
財
、
非
意
に
軍
寡

な
り
、
此
れ
乃
ち
相
ひ
輕
ん
ず
る
の
義
な
り
。
已
に
婚
を
罷
め
ん
こ
と
を
決
す
と
。
仁
盲
旦
等
相
ひ
顧
み
て
微
か
に
晒
ひ
、
留
ま
る
こ
と

藪

日
な
り
。
主
人
極
め
て
歓
び
、
仁
萱
乃
ち
云
ふ
、
閻
侯
は
是
れ
己
が
外
弟
に
し
て
、
盛
年
に
し
て
學
に
志
し
、
未
だ
婚
姻
を
結
ば
ず

と
。
主
人
解
す
る
に
田
舎
の
家
を
以
て
す
る
も
、
然
れ
ど
も
喜
色
有
り
。
⊆
回
旦
固
く
求
め
、
方
め
て
許
せ
り
。
馬
騒
及
び
他
の
費
を
以

て
蟄
と
爲
す
。
敷
日
に
し
て
親
と
成
り
畢
は
る
。
閻
侯
を
留
め
て
王
氏
に
止
ま
ら
し
め
、
仁
盲
旦
濁
り
往
き
、
主
人
贈
り
て
之
を
迭
る
。

其
の
後
敷
年
に
し
て
、
仁
盲
旦
御
史
井
州
長
史
御
史
大
夫
知
政
事
に
遷
る
。
後
庚
は
累
遇
提
摯
し
て
寛
に
一
州
に
至
る
。
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こ
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

洛
陽
の
馬
の
仲
買
人
の
息
子
閻
庚
は
善
行
を
好
み
、
貧
し
い
學
士
張
仁
盲
旦
の
徳
を
慕
い
彼
に
衣
食
を
迭
っ
て
い
た
。
庚
の
父
が
そ
れ
を

　
と
が
め
た
の
で
仁
萱
は
（
河
北
道
の
は
ず
れ
に
あ
る
）
白
鹿
山
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
庚
は
分
か
れ
る
の
に
忍
び
ず
、
つ
い
て
行
っ
て

學
問
に
志
す
こ
と
に
し
櫨
馬
と
食
料
を
用
意
し
た
。
途
上
、
陳
留
の
宿
屋
に
泊
ま
っ
た
と
き
に
河
北
の
婚
姻
を
主
る
地
曹
に
出
會
う
。

　
二
人
は
出
世
と
壽
命
を
訊
ね
た
。
仁
盲
旦
は
長
命
で
出
世
も
す
る
が
、
庚
は
命
薄
く
無
緑
で
あ
っ
た
。
⊆
回
旦
が
庚
の
た
め
に
方
法
を
訊
ね

　
る
と
貴
相
の
女
性
と
縄
を
結
べ
ば
よ
い
と
い
い
、
そ
の
女
性
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ
の
女
性
を
訪
ね
て
結
婚
す
る
と
庚
も
出
世
す
る
こ

　
と
が
出
來
た
。

定
婚

直

杜
陵
章
固
、
少
孤
、
思
早
嬰
婦
、
多
岐
求
婚
不
成
。
貞
観
二
年
、
將
遊
清
河
、
旅
次
宋
城
南
店
。
客
有
以
前
清
河
司
馬
播
防
女
爲
議
者
、

來
旦
期
於
店
西
龍
興
寺
門
。
固
以
求
之
意
切
、
旦
往
焉
。
斜
月
爲
明
、
有
老
人
椅
巾
嚢
、
坐
於
階
上
、
向
月
検
書
。
硯
之
、
不
識
其
字
。

固
問
日
、
老
父
所
尋
者
何
書
。
固
少
小
苦
學
、
字
書
無
不
識
者
。
西
國
梵
字
、
亦
能
讃
之
o
唯
此
書
目
所
未
観
、
如
何
。
老
人
笑
日
、

此
非
世
聞
書
、
君
因
得
見
。
固
日
、
然
則
何
書
也
。
日
、
幽
冥
之
書
。
固
日
、
幽
冥
之
人
、
何
以
到
此
。
日
、
君
行
自
早
、
非
某
不
當

來
也
o
凡
幽
吏
皆
主
人
生
之
事
。
主
人
可
不
行
其
中
乎
。
今
道
途
之
行
、
人
鬼
各
宇
、
自
不
班
耳
。
固
日
、
然
則
君
何
主
。
日
、
天
下

之
婚
墳
耳
。
固
喜
日
、
固
少
孤
、
嘗
願
早
要
、
以
廣
後
嗣
。
爾
來
十
年
、
多
方
求
之
。
寛
不
逐
意
。
今
者
人
有
期
此
、
與
議
庸
司
馬
女
、

可
以
成
乎
。
日
、
未
也
、
君
之
婦
適
三
歳
　
。
年
十
七
、
當
入
君
門
。
因
問
嚢
中
何
物
。
日
、
赤
縄
子
耳
、
以
繋
夫
婦
之
足
、
及
其
坐

則
潜
用
相
繋
。
錐
讐
敵
之
家
。
貴
賎
懸
隔
、
天
涯
從
宙
、
呉
楚
異
郷
、
此
縄
一
繋
、
終
不
可
追
。
君
之
脚
已
繋
於
彼
　
、
他
求
何
盆
。

日
、
固
妻
安
在
。
其
家
何
爲
。
日
、
此
店
北
責
菜
家
堰
女
耳
。
固
日
、
可
見
乎
。
日
、
陳
嘗
抱
之
來
、
責
菜
於
是
。
能
随
我
行
、
當
示
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君
。
及
明
、
所
期
不
至
、
老
人
巻
書
掲
嚢
而
行
。
固
逐
之
入
菜
市
o
有
砂
堰
、
抱
三
歳
女
來
、
弊
随
亦
甚
。
老
人
指
日
、
此
君
之
妻
也
。

固
怒

日
、
殺
之
可
乎
。
老
人
日
、
此
人
命
當
食
大
緑
、
因
子
而
食
邑
、
庸
可
殺
乎
。
老
人
逐
隠
、
固
磨
一
小
刀
、
付
其
奴
日
、
汝
素
幹

事
、
能
爲
我
殺
彼
女
、
賜
汝
萬
銭
。
奴
日
、
諾
。
明
日
、
袖
刀
入
菜
騨
中
o
於
衆
中
刺
之
而
走
。
一
市
紛
擾
、
奔
走
獲
免
。
問
奴
日
、

所
刺
中
否
。
日
、
初
刺
其
心
、
不
幸
才
中
眉
聞
。
爾
後
求
婚
、
終
不
逐
。
又
十
四
年
、
以
父
蔭
恭
相
州
軍
刺
史
王
泰
伸
撮
司
戸
豫
、
専

鞠
獄
、
以
爲
能
、
因
妻
以
女
。
可
年
十
六
七
、
容
色
華
麗
。
固
稻
極
之
極
。
然
其
眉
聞
常
貼
一
花
鍋
、
難
沐
浴
聞
虞
、
未
嘗
暫
去
。
歳

飴
。
固
逼
問
之
。
妻
漕
然
日
、
妾
郡
守
之
猶
子
也
、
非
其
女
也
。
疇
昔
父
曾
宰
宋
城
、
終
其
官
。
時
妾
在
椎
裸
、
母
兄
次
残
。
唯
一
荘

在
宋
城
南
、
與
乳
母
陳
氏
居
、
去
店
近
、
驚
疏
以
給
朝
夕
。
陳
氏
憐
小
、
不
忍
暫
棄
。
三
歳
時
、
抱
行
市
中
、
爲
狂
賊
所
刺
。
刀
痕
筒

在
、
故
以
花
子
覆
之
o
七
八
年
聞
、
叔
從
事
盧
龍
、
逐
得
在
左
右
、
以
爲
女
嫁
君
耳
。
固
日
、
陳
氏
砂
乎
。
日
、
然
、
何
以
知
之
。
固

日
、
所
刺
者
固
也
。
乃
日
奇
也
。
因
蓋
言
之
。
相
敬
愈
極
。
後
生
男
鰻
、
爲
鷹
門
太
守
。
封
太
原
郡
太
夫
人
。
知
陰
騰
之
定
、
不
可
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

也
。
宋
城
宰
聞
之
、
題
其
店
日
定
婚
店
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

杜
陵
の
章
固
は
少
く
し
て
孤
、
早
に
婦
を
嬰
ら
ん
と
思
ひ
、
多
岐
に
婚
を
求
む
れ
ど
も
成
ら
ず
。
貞
観
二
年
、
將
に
清
河
に
遊
ば
ん
と

し
て
、
宋
の
城
南
の
店
に
旅
次
す
。
客
に
前
の
清
河
司
馬
播
肪
の
女
を
以
て
爲
に
議
せ
ん
と
す
る
者
有
り
、
來
旦
店
西
の
龍
興
寺
の
門

に

期
す
。
固
之
を
求
む
る
意
切
な
る
を
以
て
旦
に
往
く
。
斜
月
筒
ほ
明
る
く
、
老
人
巾
嚢
に
碕
り
て
階
上
に
坐
し
、
月
に
向
か
ひ
て
書

を
検
す
。
之
を
硯
る
に
、
其
の
字
を
識
ら
ず
。
固
問
ひ
て
曰
は
く
、
老
父
尋
ぬ
る
所
は
何
の
書
な
る
か
。
固
少
小
に
し
て
苦
學
し
、
字

書
に

識

ら
ざ
る
者
無
し
。
西
國
の
梵
字
も
亦
た
能
く
之
を
讃
む
。
唯
だ
此
の
書
は
目
の
未
だ
観
ざ
る
所
な
り
、
如
何
と
。
老
人
笑
ひ
て

日
は
く
、
此
れ
世
聞
の
書
に
非
ず
、
君
因
り
て
見
る
を
得
ん
や
と
。
固
日
は
く
、
然
ら
ば
則
ち
何
の
書
な
る
か
と
。
日
は
く
、
幽
冥
の

書

な
り
と
。
固
日
は
く
、
幽
冥
の
人
何
を
以
て
此
に
到
る
や
と
。
日
は
く
、
君
行
く
こ
と
早
く
よ
り
す
る
は
、
某
に
非
ざ
れ
ば
當
に
來

た
る
べ
か
ら
ず
。
凡
そ
幽
吏
は
皆
人
生
の
事
を
⊥
土
る
。
人
を
主
る
は
其
の
中
に
行
か
ざ
る
べ
け
ん
や
。
今
道
途
の
行
く
も
の
、
人
鬼
各
s



宇
ば
す
、
自
ず
か
ら
辮
ぜ
ざ
る
の
み
。
固
曰
は
く
、
然
ら
ば
則
ち
君
何
を
主
る
や
と
。
日
は
く
、
天
下
の
婚
憤
の
み
と
。
固
喜
び
て
日

は

く
、
固
少
く
し
て
孤
、
嘗
て
早
に
嬰
り
以
て
後
嗣
を
廣
め
ん
こ
と
を
願
ふ
。
爾
來
十
年
、
多
方
に
之
を
求
む
。
寛
に
意
を
逐
げ
ず
。

今
人
に

此
に

期
す
る
有
り
、
與
に
活
司
馬
の
女
を
議
す
、
持
て
成
る
べ
き
か
と
。
日
は
く
、
未
だ
し
、
君
の
婦
は
適
か
に
1
1
1
s
s
な
り
、

年
十
七
に
し
て
ま
さ
に
君
の
門
に
入
る
と
。
因
り
て
嚢
中
は
何
物
な
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
赤
縄
子
な
る
の
み
、
以
て
夫
婦
の
足
を
繋
ぐ

な
り
、
其
の
坐
に
及
ば
ば
則
ち
潜
に
用
て
相
繋
げ
り
。
讐
敵
の
家
、
貴
賎
懸
隔
、
天
涯
從
宙
、
呉
楚
異
境
と
錐
も
、
此
の
縄
も
て
一
た

び

繋
が
ば

絡
に
遣
る
べ
か
ら
ず
。
君
の
脚
已
に
彼
に
繋
げ
り
、
他
に
求
む
れ
ど
も
何
ぞ
盆
あ
ら
ん
と
。
日
は
く
、
固
の
妻
安
く
に
か
在

る
。
其
の
家
何
を
か
爲
す
と
。
日
は
く
、
此
の
店
の
北
の
菜
を
責
る
家
の
嘔
の
女
な
る
の
み
と
。
固
日
は
く
、
見
る
べ
き
か
と
。
日
は

く
、
陳
嘗
に
こ
れ
を
抱
き
て
來
た
り
、
菜
を
是
に
責
る
。
能
く
我
に
随
ひ
て
行
か
ば
、
當
に
君
に
示
す
べ
し
と
。
明
く
る
に
及
び
、
期

す
る
所
至
ら
ず
、
老
人
書
を
巷
き
嚢
を
掲
げ
て
行
く
。
固
之
を
逐
ひ
て
菜
市
に
入
る
。
砂
堰
有
り
、
三
歳
の
女
を
抱
き
て
來
た
り
、
弊

随
も
亦
甚
だ
し
。
老
人
指
し
て
日
は
く
、
此
れ
君
の
妻
な
り
と
。
固
怒
り
て
日
は
く
、
之
を
殺
す
は
可
な
る
か
と
。
老
人
日
は
く
、
此

の

人
の
命
當
に
大
緑
を
食
み
、
子
に
因
り
て
邑
を
食
む
べ
し
、
庸
ぞ
殺
す
べ
け
ん
や
と
。
老
人
逐
に
隠
れ
、
固
l
小
刀
を
磨
き
、
其
の

奴
に

付

し
て
曰
は
く
、
汝
素
よ
り
事
を
幹
る
、
能
く
我
が
爲
に
彼
の
女
を
殺
さ
ば
、
汝
に
萬
銭
を
賜
は
ん
と
。
奴
曰
は
く
、
諾
と
。
明

日
、
刀
を
袖
に
し
て
菜
隷
中
に
入
る
。
衆
中
に
於
い
て
之
を
刺
し
て
走
る
。
一
市
紛
擾
し
、
奔
走
し
て
免
る
る
を
獲
た
り
。
奴
に
問
ひ

て

日
は
く
、
刺
す
所
中
れ
る
や
否
や
と
。
曰
は
く
、
初
め
其
の
心
を
刺
さ
ん
と
す
る
も
、
不
幸
に
し
て
才
か
に
眉
間
に
中
る
の
み
と
。

爾
後
求
婚
す
る
も
、
逐
に
逐
げ
ず
。
又
十
四
年
、
父
蔭
を
以
て
相
州
軍
に
参
じ
、
刺
史
王
泰
の
偉
撮
司
戸
檬
と
し
て
、
鞠
獄
を
專
ら
に

し
、
以
て
能
あ
り
と
爲
さ
れ
、
因
り
て
妻
は
す
に
女
を
以
て
す
。
妻
潜
然
と
し
て
日
は
く
、
妾
は
郡
圭
の
猶
子
な
り
、
其
の
女
に
非
ず
。

疇
昔
父
曽
て
宋
城
を
宰
り
、
其
の
官
に
終
は
る
。
時
に
妾
横
棉
に
在
り
、
母
兄
次
い
で
残
せ
り
0
唯
l
荘
の
み
宋
城
の
南
に
在
り
、
乳

母
陳
氏
と
居
り
、
店
の
近
く
に
去
き
、
疏
を
鷺
ぎ
て
以
て
朝
夕
に
給
せ
り
。
陳
氏
小
を
憐
れ
み
、
暫
棄
に
忍
び
ず
。
1
1
1
s
s
の
時
、
抱
き （18）



　
て

市
中
に
行
き
、
狂
賊
の
刺
す
所
と
爲
る
。
刀
痕
爲
ほ
在
り
、
故
に
花
子
を
以
て
之
を
覆
ふ
o
七
八
年
聞
、
叔
盧
龍
に
從
事
し
、
逐
に

　
左
右
に

在

る
を
得
、
以
て
女
と
爲
し
君
に
嫁
す
の
み
と
。
固
日
は
く
、
陳
氏
は
砂
な
る
か
と
。
日
は
v
、
然
り
、
何
を
以
て
こ
れ
を
知

　

る
や
と
。
固
曰
は
く
、
刺
す
所
の
者
は
固
な
り
と
。
乃
ち
日
は
く
、
奇
な
り
と
。
因
り
て
蓋
く
之
を
言
ふ
。
相
ひ
敬
す
る
こ
と
愈
＼
極

　
む
。
後
男
鯉
を
生
み
、
鷹
門
太
守
と
爲
る
。
太
原
郡
太
夫
人
に
封
ぜ
ら
る
。
陰
騰
の
定
め
愛
ず
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
。
宋
城
の
宰
こ
れ

　
を
聞
き
、
其
の
店
に
題
し
て
定
婚
店
と
日
ふ
。

こ
の
話
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

章
固
は
父
を
亡
く
し
て
い
た
の
で
早
く
結
婚
し
て
跡
纏
ぎ
が
欲
し
い
と
考
え
て
い
た
が
、
な
か
な
か
相
手
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
章

固
は

旅
の
途
中
の
宿
屋
で
縁
組
み
を
世
話
し
て
v
れ
る
と
い
う
人
に
出
會
い
、
明
け
方
に
お
寺
の
門
で
待
ち
合
わ
せ
た
。
行
っ
て
み
る

と
月
下
で
帳
簿
を
見
る
冥
界
の
役
人
に
出
會
う
。
老
人
は
結
婚
の
こ
と
を
管
理
す
る
役
人
で
、
結
婚
は
運
命
で
決
ま
っ
て
お
り
、
あ
な

　
た
の
相
手
は
い
ま
1
1
1
a
s
で
そ
の
子
が
十
七
歳
に
な
っ
た
ら
あ
な
た
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
た
。
次
に
老
人
が
持
っ
て
い
る

袋
の
中
身
を
た
ず
ね
る
と
、
中
に
は
赤
い
縄
が
入
っ
て
お
り
、
こ
の
縄
は
運
命
で
定
め
ら
れ
た
男
女
の
足
を
つ
な
ぐ
も
の
で
、
こ
れ
で

　
つ
な
が
れ
る
と
仇
同
士
で
も
結
ば
れ
る
の
だ
と
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
章
固
に
あ
な
た
も
す
で
に
つ
な
が
れ
て
い
る
の
だ
と
言
っ
た
。

　
そ
こ
で
章
固
は
老
人
に
頼
ん
で
妻
と
な
る
人
を
見
に
行
く
と
、
そ
の
相
手
は
み
す
ぼ
ら
し
い
身
な
り
を
し
て
い
た
。
こ
れ
を
嫌
っ
た
章

固
は

刺
客
に
頼
ん
で
こ
の
娘
を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
失
敗
し
て
額
に
傷
を
付
け
た
だ
け
で
逃
げ
た
。
十
四
年
後
、
章
固
は
上
司
に
見
込

ま
れ
て
娘
と
結
婚
し
た
。
妻
は
目
が
畳
め
る
よ
う
な
美
人
だ
っ
た
が
、
ど
ん
な
と
き
も
額
に
化
粧
の
貼
り
物
を
貼
っ
て
い
た
。
わ
け
を

た

ず
ね

る
と
妻
は
實
は
章
固
の
上
司
の
姪
で
、
幼
い
頃
に
爾
親
を
亡
く
し
て
親
の
遺
産
の
荘
園
で
乳
母
と
暮
ら
し
て
い
た
。
乳
母
は
三

歳
だ
っ
た
妻
を
い
つ
も
連
れ
歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
或
る
日
暴
漢
に
襲
わ
れ
、
額
に
は
そ
の
時
の
傷
が
あ
る
の
だ
と
説
明
し
た
。
章
固
は

十
四
年
前
に
自
分
が
し
た
こ
と
を
打
ち
明
け
た
。
二
人
は
運
命
は
愛
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
す
ま
す
互
い
に
尊
敬
し
合
う
よ

（19）



う
に
な
り
、
章
固
が
泊
ま
っ
た
宿
は
後
に
定
婚
店
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
話
の
内
容
を
項
目
ご
と
に
封
照
表
に
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

閻
庚

定
婚
店

時
代

不
明

貞
観
二
年
か
ら
貞
観
十
六
年

地
域

陳
留
（
河
南
省
）

宋
城

（河
南
省
）

主

な
登
場
人
物

商
家
の
息
子
（
閻
庚
）
　
才
学
の
士
（
張
仁
盲
旦
）
貴
相
の
女
　
婚
姻
を
司
る
地
曹

士
人
の

息
子

（章

吏
　
郡
主
の
叔
父
　
乳
母
　
　
刺
客

婚
姻
の
管
理
者

冥
界
の
役
人
（
地
曹
）

冥
界
の
役
人
（
幽
吏
）

道
具

細
縄

赤
縄
子

役
人

と
出
会
う
場
所

陳
留
の
逆
旅
（
旅
館
）

宋
城
の
南
店
（
南
の
旅
館
）
及
び
店
西
の
龍
興
寺
門

運
命
の
予
告

有
り

有
り

雁
験

有
り

有
り

運
命
の
変
更

可

（或
絆
得
佳
女
、
配
之
有
相
、
當
能
得
耳
。
）

不
可

（知
陰
騰
之
定
、
不
可
愛
也
。
）

（20）

　
こ
の
二
話
は
婚
姻
を
管
理
す
る
冥
界
の
役
人
が
婚
姻
を
結
ぶ
運
命
に
あ
る
男
女
の
脚
を
縄
で
結
ん
で
縁
を
繋
ぐ
も
の
で
互
い
に
多
く
の
共

通
鮎

を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
大
き
く
異
な
る
鮎
が
一
鮎
あ
る
。
運
命
で
あ
る
。
閻
庚
で
は
「
或
い
は
佳
女
に
絆
ぎ
得
て
、

之

を
有
相
に
配
さ
ば
、
當
に
能
く
得
べ
き
の
み
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
役
人
の
裁
量
に
よ
り
運
命
を
愛
更
し
て
い
る
。
し
か
し
閻
庚
の
運



命

そ
の
も
の
を
愛
更
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
や
、
愛
更
後
に
名
前
を
閻
侯
に
愛
え
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
生
ま
れ
る
前
に
決
め
ら

れ

て
い

る
運
命
は
本
來
愛
更
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
説
話
で
は
役
人
が
自
分
の
裁
量
で
愛
更
し
て
お
り
志
怪

小
説
に

見

ら
れ
る
よ
う
な
規
則
の
運
用
に
緩
や
か
さ
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
封
し
て
定
婚
店
で
は
氣
に
入
ら
な
い
運
命
の
結
婚
相
手
を
殺
そ
う
と
試
み
る
も
か
な
わ
ず
、
結
局
そ
の
相
手
と
結
婚
す
る
と
い
う

内
容
で
、
文
中
で
も
「
陰
騰
の
定
め
、
攣
ず
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
、
運
命
に
抗
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
内
容
に
な
っ

て
い
る
。

　
二
話
の
最
大
の
相
違
鮎
は
こ
の
運
命
の
可
愛
性
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
魯
氏
の
言
う
前
期
と
後
期
の
違
い
は
運
命
の
可

愛
性
に

み

え

る
よ
う
な
當
人
の
意
思
が
話
の
展
開
に
反
映
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
意
思
が
反
映
す
る
こ
と
で
話
は
樂
観
、
訟

達
、
開
朗
的
と
な
り
、
そ
の
逆
に
意
思
が
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
で
ど
こ
か
救
い
が
な
く
暗
澹
と
し
た
も
の
と
な
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

5

牧
載
書
籍
の
著
作
年
代
で
説
話
を
厘
分
で
き
る
か

（21）

こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
覗
鮎
か
ら
魯
氏
の
説
を
検
讃
し
て
み
た
い
。

　
9
　
魯
論
文
提
示
の
小
説
資
料
に
つ
い
て

前
期
と
後
期
の
説
話
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
以
下
の
表
で
あ
る
。

前
期
の
読
話



『
太
卒
廣
記
』
標
題

巷
敷

出
典

成
書
年
代

説
話
中
の
年
代

唐
胆

蹴
鬼
一
七

通
幽
記

不
詳
。
説
話
の
年
代
は
何
れ
も
加
年
以
前
。

開
元
1
8
年
（
0
3
7
）
後
敷
年
。

河
聞
男
子

皿
感
雁
↓

法
苑
珠
林

線
章
元
年

（8
6
6
）

晋
武
帝
の
世
（
c
h
）
　
O
c
o
～
9
2
　
∩
乙
）

李
元
卒

細
鬼
二
四

廣
異
記

大
暦
年
聞
（
6
　
（
り
6
～
7
7
　
7
ー
）
の
作

大
暦
5
年
（
0
7
7
）

張
果
女

謝
鬼
一
五

廣
異
記

大
暦
年
聞
（
C
U
　
9
6
～
7
1
7
　
7
）
の
作

開
元
中
（
り
0
　
1
1
～
4
7
　
7
）

劉
長
史
女

鰯
再
生
一
二

廣
異
記

大
暦
年
聞
（
g
h
）
　
9
ρ
n
）
～
7
7
　
7
）
の
作

不
明
。

閻
庚

皿
鬼
一
三

廣
異
記

大
暦
年
聞

（ρ

0
　
9
ρ
n
）
～
7
7
　
7
）
の
作

不
明
。

李
佐
時

細
祠
一
五

廣
異
記

大
暦
年
聞

（
ρ
n
U
　
9
6
～
7
7
　
7
）
の
作

大
暦
二
年
（
7
6
7
）

　
前
期
の
説
話
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
以
上
の
七
條
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
「
河
閲
男
子
」
は
注
意
を
要
す
る
。
『
太
卒
廣
記
』
で
は
出
典
を
『
法
苑
珠
林
』
と
し
て
い
る
が
、
『
法
苑
珠
林
』
で
は
出

曲ハ

を
『
捜
祠
記
』
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
話
は
他
に
『
宋
書
』
五
行
志
、
『
晋
書
』
五
行
志
に
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
こ
の
説
話
の
内
容
は
、
河
聞
郡
の
男
女
が
互
い
に
氣
に
入
り
婚
姻
を
約
束
し
て
い
た
が
、
男
が
從
軍
し
て
何
年
も
闘
ら
ず
、
娘
は
他
家
に

嫁
が

さ
れ
諺
い
で
死
ん
で
し
ま
う
。
戻
っ
た
男
が
悲
し
み
の
あ
ま
り
棺
を
登
い
た
と
こ
ろ
、
娘
が
生
き
返
り
、
夫
婦
に
な
っ
た
。
男
が
從
軍

し
て
い
た
聞
に
結
婚
し
た
夫
が
娘
を
返
す
よ
う
訴
え
出
た
。
こ
の
事
件
は
精
誠
の
至
り
に
よ
り
起
き
た
非
常
の
こ
と
と
し
、
開
塚
者
に
嫁
が

せ

る
と
裁
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
説
話
は
精
誠
に
よ
り
天
を
感
動
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
、
五
行
志
に
牧
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
本
來
は
天
人
相
關
読
に
關
わ
る
説
話
で
あ
る
。
こ
う
し
た
説
話
の
性
質
か
ら
重
要
な
要
素
は
儒
教
的
債
値
観
を
實
践
す

る
こ
と
で
報
い
を
受
け
る
鮎
で
、
行
動
が
結
果
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

（22）



　
『
法
苑
珠
林
』
は
「
河
聞
男
子
」
を
宿
命
に
關
す
る
説
話
と
解
し
た
た
め
に
書
中
に
牧
録
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
と
も
と
は
佛
教
的

要
素
の
な
い
説
話
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
唐
胆
は
妻
の
死
を
悼
む
心
情
に
冥
官
が
感
じ
亡
魂
に
遇
わ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
も
佛
教
的

要
素
は

希
薄
で
あ
る
。
李
佐
時
に
登
場
す
る
大
王
は
鬼
兵
を
操
る
こ
と
か
ら
閻
魔
大
王
か
と
思
わ
れ
る
が
、
大
王
が
名
族
の
婿
を
求
め
た
た

め

に

召
さ
れ
る
話
で
宿
命
と
は
關
連
が
な
い
。
唯
l
李
元
卒
の
み
が
前
世
の
因
縁
を
語
っ
て
お
り
佛
教
に
關
連
し
て
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

後
期
の
説
話
（
五
代
の
説
話
は
内
容
を
省
略
）

『
太
平
廣
記
』
標
題

巻
敷

出
典

成
書
年
代

説
話
中
の
年
代

斐
越
客

鵬
虎
三

集
異
記

不
詳
。
著
者
は
長
慶
年
聞
（
－
　
　

～
2
8
　
　

刺
史
。

乾
元初
（
8
　
0
r
O
～
ρ
o
7
　
7
）

灌
園
嬰
女

㎜
定
敷
婚
姻

玉
堂
閑
話

五
代
。

盧
造

蝿
虎
三

績
玄
怪
録

不
詳
。
著
者
李
復
言
。

大
暦中
（
6
　
9
6
～
7
－
7
　
7
）

盧
生

囎
定
数
婚
姻

績
玄
怪
録

不

不
明
。

鄭
徳
隣

皿
定
敷

傳
奇

不
詳
。
著
者
は
乾
符
5
年
（
8
7
Q
O
）
御
史
大
夫貞元
中
（
r
D
　
E
O
8
～
0
7
　
Ω
U
）

崔
生

23

祠
仙
二
三

逸
史

大
中
元
年
（
7
4
8
）

玄
宗
の
時
（
2
　
6
1
～
5
7
　
7
）

武
股

㈱
定
敷
婚
姻
一

前
定
録

不詳
。
著
者
は
文
宗
朝
（
7
　
∩
コ
2
～
c
U
8
　
8
）
の
崇
文
館
校
書
郎
。

粛
宗
の
時
（
c
D
　
2
L
O
～
5
7
　
7
）

中
朝
子

捌
虎
六

原
化
記

不
詳
。
説
話
は
開
元
か
ら
大
和
を
舞
墓
と
す
る

不
明
。

（23）



定
婚
店

鵬
定
藪
婚
姻
一

績
幽
怪
録
（
績
玄
怪
録
）

不

貞
観
2
年
か
ら
貞
観
1
6
年
（
8
　
2
∩
乙
～
4
ρ
0
　
ρ
h
U
）

申
屠
澄

鵬
虎
四

河
東
記

大
和
8
年
（
4
3
8
）
後
ま
も
な
く
。

貞
元
9
年
（
6
8
7
）

　
後
期
の
説
話
と
し
て
以
上
の
十
條
を
あ
げ
る
。
出
典
を
見
て
わ
か
る
と
お
り
『
太
卒
廣
記
」
の
定
藪
類
と
虎
類
に
属
す
る
も
の
で
殆
ど
を

占
め
て
い
る
。
定
籔
類
に
關
し
て
は
次
節
で
取
り
上
げ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
圭
に
虎
類
に
言
及
し
た
い
。
こ
れ
ら
虎
類
の
説
話
に
は
お
お
む

ね
1
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
見
う
け
ら
れ
る
。
結
婚
を
約
し
た
男
女
が
科
畢
や
家
庭
の
事
情
で
期
限
ま
で
に
約
束
を
果
た
せ
ず
、
女
性
が
他
家
に

嫁

ぐ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
知
ら
な
い
故
の
許
嫁
が
女
性
の
家
に
向
か
う
途
中
に
空
き
家
に
泊
ま
る
と
そ
こ
へ
虎
が
さ
ら
っ
た
女
性
を
連
れ

て

き
て
、
二
人
は
結
婚
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
説
話
に
虎
媒
祠
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
關
連
す
る
　
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

S

一
つ
の

類
型
を
も
っ
た
説
話
で
あ
る
。
定
敷
と
は
厘
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
虎
類
を
除
い
た
ほ
か
は
後
期
の
説
話
の
殆
ど
は
定
数
類
の
読
話
で
あ
る
た
め
次
に
定
敷
類
の
説
話
を
見
て
み
た
い
。

②
　
『
太
卒
廣
記
』
定
敷
類
・
婚
姻
の
説
話
（
五
代
の
説
話
は
内
容
を
省
略
）

『
太
卒
廣
記
」
標
題

巻
敷

出
典

成
書
年
代

説
話
中
の
年
代

定
婚
店

皿

績
幽
怪
録
（
績
玄
怪
録
）

不

貞
元
2
年
（
8
2
6
）

崔
元
綜

皿

定
命
録

太
和
中
（
7
　
5
2
～
3
8
　
8
）

崔
元
綜
は
武
后
の
宰
相
。
武
徳
（
8
　
6
1
～
2
6
　
C
U
）
以
前
。



盧
承
業
女

陶

定
命
録

太
和中
（
7
　
L
n
2
～
o
o
8
　
n
X
U
）

兄
盧
承

才
で
没
。

琴
毫
子

皿

績
玄
怪
録

不

天
實

（2
　
6
λ
1
～
L
O
7
　
7
）
の
初
め
。

武
股

皿

前
定
録

不詳
。
著
者
は
文
宗
朝
（
7
　
9
2
～
り
d
8
　
8
）
の
崇
文
館
校
書
郎
。

粛
宗
（
c
O
　
2
C
U
～
ρ
h
U
7
　
7
）
の
時
。

盧
生

皿

績
玄
怪
録

不

不
明
。

鄭
還
古

皿

逸
史

大
中
元
年
（
7
4
8
）

鄭
還
古

進
士
。

秀
師
言
記

㎜

異
聞
録

不

建
中
（
0
　
3
8
～
0
0
ワ
ー
　
7
）
の
末
。

李
行
脩

㎜

績
定
命
録

不

元
和
（
ρ
0
　
0
0
～
2
8
　
8
）
中
。

灌
園
嬰
女

㎜

玉
堂
閑
話

五
代
。

珠
顯

瑚

玉
渓
編
事

五
代
。

侯
纏
圖

㎜

玉
渓
編
事

五
代
。
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定
敷
類
に
は
全
て
で
十
二
條
の
説
話
を
牧
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
十
二
條
を
牧
録
す
る
書
籍
の
成
書
年
代
は
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ



る
。
推
定
に
よ
る
も
の
も
有
る
が
ど
れ
も
魯
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
後
期
に
属
す
る
説
話
で
あ
る
。
因
み
に
冒
頭
で
あ
げ
た
統
計
で
婚
姻
に
關

す
る
も
の
を
十
三
條
と
し
て
い
る
の
は
定
藪
七
の
「
鄭
徳
隣
」
を
加
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
の
み
が
前
期
に
属
す
。

　
定
敷
を
語
る
説
話
に
は
＝
疋
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

『
太
卒
廣
記
』
を
も
と
に
し
た
定
命
小
説
の
特
徴
は
以
下
の
1
1
つ
の
型
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
豫
言
↓
雁
験
　
（
指
木
士
預
言
某
人
命
這
一
定
之
事
得
到
強
征
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
れ

　
　
　
　
　
　
啓
悟
↓
雁
験
　
（
指
某
人
的
命
這
＝
疋
之
事
在
鬼
神
精
怪
等
的
肩
友
下
得
到
詮
征
）

　
先
ず
定
敷
類
の
説
話
の
特
徴
に
は
「
預
言
↓
雁
験
」
型
が
あ
る
。
こ
れ
は
術
士
が
あ
る
ひ
と
の
運
命
に
關
わ
る
特
定
の
事
を
預
言
し
そ
の

通

り
の
結
果
を
得
る
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
例
と
し
て
盧
生
、
武
股
、
　
盧
承
業
女
、
秀
師
言
記
が
あ
げ
ら
れ
る
。
盧
生
は
巫
女
が
預

三
ロ
し
そ
の
通
り
に
な
り
、
武
股
は
術
士
が
預
言
し
て
そ
の
通
り
に
な
り
、
盧
承
業
女
で
は
戸
部
向
書
盧
承
慶
が
相
術
に
よ
り
運
命
を
占
い
そ

の

通

り
に
な
り
、
秀
師
言
記
で
は
陰
陽
の
術
に
長
け
た
神
秀
と
い
う
僧
が
預
言
し
そ
の
通
り
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
定
敷
類
に
は
も
う
l
w
w
　
F
啓
悟
↓
鷹
験
」
型
が
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
ひ
と
の
運
命
に
關
わ
る
特
定
の
事
に
つ
い
て
鬼
碑
精
怪
等
の
啓
護
が

あ
り
そ
の
通
り
の
結
果
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
例
と
し
て
閻
庚
、
鄭
徳
隣
、
定
婚
店
、
崔
元
綜
、
琴
裏
子
、
鄭
還
古
が
あ
げ
ら
れ
る
。

閻
庚
で
は
地
曹
、
定
婚
店
で
は
幽
吏
、
鄭
徳
鄭
で
は
水
府
君
、
崔
元
綜
・
琴
毫
子
で
は
夢
に
現
れ
た
人
、
鄭
還
古
で
は
夢
に
よ
り
そ
の
人
に

關
わ
る
特
定
の
運
命
が
示
さ
れ
、
後
に
雁
験
が
あ
る
と
い
う
筋
で
あ
る
。

　

こ
の
基
準
に
よ
り
読
話
を
分
類
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
表
で
そ
の
他
に
分
類
し
た
も
の
の
殆
ど
は
豫
言
或
い
は
啓
悟
に
あ
た

る
部
分
が
な
く
、
た
だ
李
元
卒
の
み
は
啓
悟
が
あ
る
も
の
の
雁
験
が
な
い
。

（要
素
）

（26）



豫
言
↓
雁
験
型

盧
生

（巫
）
　
武
般
（
術
士
）
　
盧
承
業
女
（
相
術
）
　
秀
師
言
記
（
僧
・
陰
陽
術
）

啓
悟
↓
雁
験
型

閻
庚

（地
曹
）
　
鄭
徳
隣
（
水
府
君
）
　
定
婚
店
（
幽
吏
）
　
崔
元
綜
（
夢
の
人
）
琴
皇
子
（
夢
の
人
）
　
鄭
還
古
（
夢
）

そ

の

他

唐
垣

（亡

露

　
　
③
　
そ
の
他
の
事
例

　
説
話
の
内
容
を
成
書
年
代
に
よ
り
厘
切
っ
て
い
る
が
、
こ
の
匿
分
に
當
て
は
ま
ら
な
い
も
の
の
一
例
を
畢
げ
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
『
太

卒
廣
記
』
巷
二
二
四
に
引
用
し
て
い
る
責
鎚
嬬
で
あ
る
。
こ
の
説
話
の
出
典
は
『
定
命
録
』
で
あ
る
。
『
定
命
録
』
は
大
和
中
の
作
で
所
謂
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

後
期
の
説
話
集
に
属
す
る
。
こ
の
説
話
の
内
容
は
閻
庚
と
同
様
に
貴
相
の
女
性
と
婚
姻
す
る
こ
と
に
よ
り
運
命
を
愛
え
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
閻
庚
と
定
婚
店
と
の
違
い
は
こ
の
運
命
の
可
愛
性
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
後
期
に
属
す
る
書
籍
中
に
も
婚
姻
に
よ
り
運
命
を

愛
え
る
話
が
牧
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
も
う
一
例
は
唐
以
前
の
資
料
で
閻
庚
と
同
様
に
婚
姻
に
よ
り
運
命
を
愛
え
る
話
で
あ
る
。
佛
教
と
の
關
わ
り
も
な
く
、
佛
教
の
影

響
を
受
け
る
以
前
か
ら
存
在
し
た
話
柄
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
『
太
卒
廣
記
』
㊨
脳
相
四
責
鎚
塩
E
H
　
＜
＜
定
e
録
〉
〉

　
　
唐
馬
周
字
賓
王
、
少
孤
貧
、
明
詩
傳
。
落
醜
不
事
産
業
、
不
爲
州
里
所
重
。
補
博
州
助
教
、
日
飲
酒
。
刺
史
達
案
怒
、
屡
加
英
呈
貝
。
周

　
　
乃
携
衣
南
遊
曹
汗
之
境
。
因
酒
後
杵
凌
儀
令
崔
賢
、
又
遇
責
辱
。
西
至
新
幽
豆
、
宿
旅
次
。
⊥
土
人
唯
供
設
諸
商
販
人
、
而
不
顧
周
。
周
逐

　
　
命
酒
一
菌
、
猫
酌
。
所
飲
飴
者
、
便
脱
靴
洗
足
。
主
人
霜
奇
之
。
因
至
京
、
停
於
責
鎚
嬬
騨
。
藪
日
、
所
寛
一
館
客
庭
、
嬬
乃
引
致
於



中
郎
將
常
何
之
家
。
塩
之
初
責
鎚
也
o
李
淳
風
、
蓑
天
綱
嘗
遇
而
異
之
。
皆
痛
云
、
此
婦
人
大
貴
、
何
以
在
此
。
馬
公
尋
取
爲
妻
。
後

有
詔
、
文
武
五
品
官
已
上
、
各
上
封
事
。
周
陳
便
宜
二
十
條
事
、
遣
何
奏
之
o
乃
請
置
街
鼓
、
及
文
武
官
緋
紫
碧
線
等
服
色
、
井
城
門

左
右
出
入
。
事
皆
合
旨
。
太
宗
怪
而
問
何
所
見
。
封
日
、
臣
家
客
馬
周
所
爲
也
。
召
見
與
語
、
命
直
門
下
省
。
乃
令
房
玄
齢
試
経
及
策
、

拝
儒
林
郎
、
守
監
察
御
史
。
以
常
何
畢
得
其
人
、
賜
吊
百
匹
。
周
後
轄
給
事
中
中
書
舎
人
、
有
機
辮
、
能
敷
奏
。
深
識
事
端
、
動
無
不

中
。
琴
文
本
見
之
日
、
吾
見
馬
君
、
令
人
忘
倦
。
然
鳶
肩
火
色
、
騰
上
必
速
、
但
恐
不
能
久
耳
。
敷
年
内
、
官
至
宰
相
。
其
嬬
亦
爲
夫

人
o
後
爲
吏
部
筒
書
、
病
消
渇
、
彌
年
不
疹
。
年
四
十
八
而
卒
。
追
贈
右
僕
射
高
唐
公
。

　
唐
の
馬
周
字
は
賓
王
、
少
く
し
て
孤
貧
、
詩
傳
に
明
か
な
り
。
落
醜
し
て
産
業
を
事
と
せ
ず
、
州
里
の
重
ん
ず
る
所
と
爲
ら
ず
。
博

州
助
教
に
補
せ
ら
れ
、
日
＼
酒
を
飲
む
。
刺
史
達
雲
怒
り
、
屡
s
答
責
を
加
ふ
。
周
乃
ち
衣
を
佛
ひ
南
の
か
た
曹
汗
の
境
に
遊
ぶ
。
酒

後
凌
儀
令
崔
賢
に
杵
ひ
、
又
責
辱
に
遇
ふ
。
西
の
か
た
新
豊
に
至
り
、
旅
次
に
宿
る
。
⊥
土
人
唯
だ
諸
商
販
人
に
供
設
す
る
の
み
に
し
て

周
を
顧
み
ず
。
周
逐
に
酒
一
斜
を
命
じ
、
濁
り
酌
む
。
飲
む
所
の
鯨
は
、
便
ち
靴
を
脱
し
て
足
を
洗
ふ
。
主
人
霜
か
に
こ
れ
を
奇
と
す
。

因
り
て
京
に
至
り
責
鎚
娼
の
皆
に
停
ま
る
。
敷
日
に
し
て
1
館
の
客
庭
に
所
寛
せ
ら
れ
、
姫
乃
ち
引
き
て
中
郎
將
常
何
の
家
に
致
る
。

塩
は

之
れ
初
め
て
鎚
を
吉
貝
る
な
り
。
李
淳
風
、
衰
天
綱
嘗
て
遇
ひ
て
こ
れ
を
異
と
す
。
皆
な
窟
か
に
云
ふ
、
此
の
婦
人
大
貴
な
り
、
何

を
以
て
此
に
在
る
や
と
。
馬
公
尋
い
で
取
り
て
妻
と
爲
す
。
後
詔
有
り
、
文
武
五
品
官
已
上
、
各
＼
封
事
を
上
ら
し
む
。
周
便
宜
二
十

條
事
を
陳
べ
、
何
を
し
て
こ
れ
を
奏
せ
し
む
。
乃
ち
街
鼓
を
置
き
、
及
び
文
武
官
緋
紫
碧
緑
等
服
色
、
井
び
に
城
門
の
左
右
出
入
を
請

ふ
o
事
皆
な
旨
に
合
す
。
太
宗
怪
し
み
て
何
の
所
見
な
る
か
を
問
ふ
。
封
へ
て
曰
は
く
、
臣
家
客
馬
周
の
爲
す
所
な
り
と
。
召
見
し
て

與
に

語

り
、
直
門
下
省
を
命
ず
。
乃
ほ
房
玄
齢
を
し
て
経
及
び
策
を
試
さ
し
め
、
儒
林
郎
、
守
監
察
御
史
に
拝
す
。
常
何
の
畢
げ
て
其

の

人

を
得
る
を
以
て
吊
百
匹
を
賜
ふ
。
周
後
給
事
中
中
書
舎
人
に
轄
じ
、
機
辮
有
り
、
能
く
奏
を
敷
く
。
深
く
事
端
を
識
り
、
動
き
て

中
ら
ざ
る
爲
し
。
苓
文
本
こ
れ
を
見
て
曰
は
く
、
吾
れ
馬
君
を
見
る
に
、
人
を
し
て
倦
む
を
忘
れ
し
む
。
然
れ
ど
も
鳶
肩
火
色
、
騰
上
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す
る
こ
と
必
ず
速
や
か
な
れ
ど
、
但
だ
久
し
く
す
る
能
は
ざ
る
を
恐
る
の
み
と
。
藪
年
内
、
官
は
宰
相
に
至
る
。
其
の
塩
も
亦
た
夫
人

　
と
爲
る
。
後
吏
部
街
書
と
爲
り
、
消
渇
を
病
み
、
年
を
彌
り
て
蓼
え
ず
。
年
四
十
八
に
し
て
卒
す
。
右
僕
射
高
唐
公
を
追
贈
せ
ら
る
。

　
『
太
卒
廣
記
」
巷
二
二
四
は
『
論
衡
』
を
出
典
と
す
る
同
様
の
説
話
を
牧
録
し
て
い
る
。
『
太
卒
廣
記
』
で
は
『
論
衡
』
を
出
典
と
し
て

い

る
が
實
際
に
は
『
漢
書
』
循
吏
傳
に
見
え
る
内
容
で
あ
る
。
『
太
卒
廣
記
』
、
『
漢
書
』
、
『
論
衡
』
の
内
容
を
以
下
に
示
す
。

　
　
『
太
卒
廣
記
』
巻
脳
相
四
倶
覇
出
く
く
論
衡
》

黄
覇
爲
陽
夏
游
徹
、
與
善
相
者
同
車
倶
行
。
見
一
婦
人
年
十
七
八
、
相
者
指
之
日
、
此
婦
人
當
大
富
、
爲
封
侯
者
夫
人
。
公
止
　
　
車
、

審
祀
之
o
相
者
日
、
今
此
婦
人
不
富
貴
、
ト
書
不
用
也
。
次
公
問
之
、
乃
其
傍
里
人
巫
家
子
也
、
即
要
爲
妻
。
其
後
次
公
　
　
果
大
富

貴
、
位
至
丞
相
、
封
爲
列
侯
。

黄
覇

　
陽
夏
と
爲
り
て
徹
に
遊
び
、
相
を
善
く
す
る
者
と
車
を
同
じ
く
し
て
倶
に
行
く
。
一
夫
人
年
十
七
八
を
見
る
に
、
相
者
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

指
し
て
日
は
く
、
此
の
婦
人
當
に
大
い
に
富
む
べ
し
、
封
侯
者
の
夫
人
と
爲
る
と
。
公
車
を
止
め
て
、
審
ら
か
に
こ
れ
を
覗
る
。
相
者
　
⑫

　
日
は
く
、
今
此
の
婦
人
富
貴
な
ら
ざ
れ
ば
、
ト
書
不
用
な
り
と
。
次
公
之
に
問
ふ
に
、
乃
ち
其
の
傍
里
の
人
に
し
て
巫
家
の
子
な
り
。

即
ち
嬰
り
て
妻
と
爲
す
。
其
の
後
次
公
果
し
て
大
い
に
富
貴
な
り
て
、
位
は
丞
相
に
至
り
、
封
ぜ
ら
れ
て
列
侯
と
爲
る
。

『
漢
書
』
循
吏
傳

始
覇
少
爲
陽
夏
游
微
、
與
善
相
人
者
共
載
出
、
見
一
婦
人
、
相
者
言
、
此
婦
人
當
富
貴
、
不
然
、
相
書
不
可
用
也
。
覇
推
問
之
、
乃
其

郷
里
巫
家
女
也
。
覇
即
取
爲
妻
、
與
之
終
身
。
爲
丞
相
後
徒
杜
陵
。

　
『
論
衡
』
巻
三
偶
會
第
十

黄
次
公
取
鄭
巫
之
女
、
卜
（
世
）
謂
女
相
貴
、
故
次
公
位
至
丞
相
。
其
實
不
然
。
次
公
當
貴
、
行
與
女
會
、
女
亦
自
尊
、
故
入
次
公
門
。

適
然
自
相
遭
遇
、
時
也
。



　
　
黄
次
公
鄭
巫
の
女
を
取
り
、
ト
は
女
の
相
貴
し
と
謂
ふ
、
故
に
次
公
の
位
丞
相
に
至
る
。
其
の
實
然
ら
ず
。
次
公
當
に
貴
な
る
べ
し
、

　
　
行
ひ

女

と
會
し
、
女
も
亦
自
ら
尊
し
と
す
、
故
に
次
公
の
門
に
入
る
。
偶
s
適
然
と
し
て
自
ず
か
ら
相
ひ
遭
遇
せ
し
は
、
時
な
り
。

　

こ
の
黄
覇
の
説
話
は
『
漢
書
』
に
牧
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
『
論
衡
』
で
は
婚
姻
に
よ
り
運
命
を
愛
え
た
と
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
態

度

を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
話
柄
自
艘
は
漢
書
の
當
時
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
例
か
ら
貴
相
の
女
性
と
婚
姻

を
結
ぶ
こ
と
で
運
命
を
愛
え
ら
れ
る
と
説
く
読
話
の
傳
統
は
古
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
話
柄
か
ら
佛
教
の
影
響
を
讃
み
取
る

こ
と
も
で
き
な
い
。

6
　
お
わ
り
に

　
成
書
年
代

を
も
と
に
説
話
の
特
徴
を
逼
別
す
る
の
は
、
書
籍
に
は
成
書
時
の
意
識
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

編
纂
方
法

は
一
様
で
は
な
い
。
定
婚
店
は
創
作
の
作
で
あ
り
、
閻
庚
を
牧
録
す
る
『
廣
異
記
』
は
編
集
に
よ
り
作
ら
れ
た
志
怪
膿
の
小
説
集

で

あ
り
二
書
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
貞
元
二
年
を
舞
墓
と
す
る
定
婚
店
は
開
成
五
年
以
降
の
作
と
考
え
ら
れ
る
た
め
説
話
に
反
映
し
て
い
る

の

は
開
成
の
頃
の
意
識
と
考
え
ら
れ
る
が
、
閻
庚
に
關
し
て
は
編
集
の
作
の
た
め
成
書
が
大
暦
年
聞
以
前
で
あ
る
こ
と
は
聞
違
い
な
い
が
説

話
そ
の
も
の
が
い
つ
頃
作
ら
れ
た
か
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
編
纂
で
作
ら
れ
た
も
の
に
は
河
聞
男
子
の
よ
う
に
成
書
時
期
の
思
潮
と
は
異
質
な
説
話
が
含
ま
れ
る
事
が
考
え
ら
れ
る
う
え
、
責

鎚
塩
の
よ
う
に
前
期
の
説
話
の
持
つ
特
徴
が
後
期
の
説
話
集
に
混
じ
り
込
む
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
成
書
年
代

に

よ
り
説
話
の
特
徴
を
匿
分
す
る
の
は
難
し
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
こ
の
こ
と
が
即
唐
代
の
初
期
の
説
話
と
晩
期
の
説
話
と
に
違
い
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
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た

め

相
違
鮎
を
よ
り
詳
細
に
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
は
先
ず
書
籍
ご
と
に
内
容
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ

は
後
期
の
説
話
の
特
徴
は
前
期
の
説
話
中
に
反
映
し
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
そ

し
て
更
に
使
用
す
る
説
話
の
匿
分
を
明
確
に
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
よ
う
。
先
に
示
し
た
と
お
り
定
敷
類
に
は
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
が

認

め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
先
ず
は
こ
れ
を
基
準
と
し
、
定
歎
を
明
確
に
語
る
も
の
と
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
を
匠
分
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ

に

よ
り
詳
細
に
説
話
の
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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